
― 186 ―

〔
四
〕
高
津
区

１　

平
瀬
川
の
多
摩
川
合
流
部
の
浸
水
対
策
を
行
う
。
東
久
地
橋

や
平
瀬
橋
の
対
策
、
左
岸
の
浸
水
対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
住
民

合
意
の
も
と
に
計
画
を
進
め
て
い
く
。
９
月
11
日
の
大
雨
に
よ

り
右
岸
で
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
の
で
対
策
を
行
い
浸
水
を
防
ぐ
。

２　

９
月
11
日
の
大
雨
で
下
作
延
４
丁
目
の
身
代
わ
り
不
動
か
ら

宮
ノ
下
へ
の
道
路
で
も
冠
水
し
た
。
原
因
を
調
査
し
、
対
策
を

行
う
。
同
じ
く
二
子
２
丁
目
５
－
18
、
二
子
２
丁
目
10
－
10
で

も
道
路
か
ら
冠
水
し
た
。
原
因
を
調
査
し
対
策
を
行
う
。

３　

宮
内
、
諏
訪
、
二
子
、
宇
奈
根
排
水
樋
管
の
浸
水
対
策
を
行

い
、
中
長
期
対
策
も
進
め
、
浸
水
被
害
の
な
い
地
域
作
り
を
目

指
す
。

４　

久
地
駅
の
橋
上
駅
舎
化
を
早
期
に
実
現
す
る
。

５　

久
地
踏
切
に
「
賢
い
踏
切
」
を
導
入
す
る
。

６　

高
津
区
の
人
口
急
増
に
対
応
し
た
場
所
に
園
庭
の
あ
る
認
可

保
育
園
を
新
設
す
る
。

７　

高
津
地
区
内
に
公
有
地
・
民
有
地
を
活
用
し
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
。

８　

平
瀬
第
２
踏
切
側
か
ら
の
津
田
山
駅
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス

の
利
便
を
図
る
た
め
に
、
水
路
の
上
部
を
活
用
し
て
歩
行
道
路

を
確
保
す
る
。

９　

緑
ヶ
丘
霊
園
に
お
彼
岸
や
お
盆
な
ど
お
墓
参
り
の
お
客
さ
ん

の
多
い
時
期
だ
け
期
間
限
定
の
ミ
ニ
バ
ス
の
運
行
を
２
０
１
９
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年
度
以
降
も
引
き
つ
づ
き
行
う
。
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
に
つ

い
て
も
き
め
細
か
に
設
定
す
る
。
霊
園
内
に
あ
ず
ま
や
を
増
設

す
る
。

10　

大
山
踏
切
の
歩
行
者
、
自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
の
た
め

に
、
都
市
計
画
道
路
溝
ノ
口
線
の
整
備
促
進
を
図
る
。
下
り
線

の
踏
切
の
遮
断
時
間
の
短
縮
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
す
る
。

11　

都
市
計
画
道
路
溝
ノ
口
線
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
溝
口
・
栄
橋

の
信
号
待
機
場
所
（
栄
隆
寺
側
）
の
傾
斜
を
緩
や
か
に
し
、
安

全
を
は
か
る
。

12　

栄
橋
交
差
点
か
ら
二
子
２
丁
目
間
の
大
山
街
道
の
道
路
や
交

差
点
の
損
傷
箇
所
が
多
い
こ
と
か
ら
、
全
面
舗
装
整
備
す
る
。

13　

下
作
延
の
「
宮
の
下
」
交
差
点
に
音
響
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
設
置

す
る
。

14　

下
作
延
３
丁
目
26
番
地
内
の
道
路
の
陥
没
を
防
ぐ
対
策
を
講

じ
る
。
下
作
延
の
１
０
０
段
階
段
の
補
修
整
備
を
行
う
。

15　

溝
の
口
駅
か
ら
新
城
駅
ま
で
の
南
武
沿
線
道
路
の
歩
道
が
狭

い
部
分
の
歩
道
を
確
保
し
、
安
全
対
策
を
図
る
。
坂
戸
踏
切
付

近
の
安
全
性
を
図
る
。
第
３
踏
切
と
南
武
線
の
立
体
交
差
す
る

と
こ
ろ
の
南
武
沿
線
道
路
の
線
路
側
が
通
行
止
め
に
な
っ
て
遣

わ
れ
て
い
な
い
。
坂
戸
踏
切
近
く
の
自
動
車
学
校
の
土
地
を
買

収
し
歩
道
の
整
備
を
行
う
。

16　

久
地
２
丁
目
地
内
と
平
瀬
川
測
道
・
護
岸
測
道
の
傷
み
等
の

改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
川
の
方
向
に
沈
下
し
て
い
な
い
か
の

点
検
を
行
う
。

17　

栄
橋
か
ら
二
子
・
坂
戸
緑
道
ま
で
の
旧
平
瀬
川
・
二
ヶ
領
用

水
の
水
路
に
つ
い
て
、
貴
重
な
緑
、
水
辺
、
景
観
や
災
害
対
策
、

歩
道
の
整
備
等
住
民
の
意
見
を
反
映
し
た
整
備
を
進
め
る
。

18　

諏
訪
２
丁
目
、
16
丁
目
間
か
ら
多
摩
沿
線
道
路
と
交
差
す
る

急
勾
配
箇
所
を
緩
や
か
に
す
る
と
と
も
に
、
路
面
の
傷
み
の
改

修
を
行
う
。

19　

多
摩
川
河
川
敷
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
対
策
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
に
よ
る
運
営
だ
が
、
行
政
と
し
て
責
任
を
も
つ
た
め
に
関

係
す
る
機
関
で
検
討
・
協
議
の
場
を
今
後
も
継
続
的
に
も
う
け

る
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
周
辺
の
商
店
街
や
住
民
の
意

見
、
要
望
を
引
き
続
き
把
握
す
る
。

20　

二
子
新
地
駅
か
ら
多
摩
川
入
口
ま
で
の
商
店
街
道
路
が
狭
い

の
で
、
歩
行
者
、
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
行
で
き
る
よ
う
な
対
策

を
引
き
続
き
講
じ
る
。

21　

多
摩
川
河
川
敷
の
砂
塵
公
害
防
止
や
清
掃
な
ど
、
沿
線
住
民

の
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
充
分
な
維
持
管
理
を
行

う
。
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
と
拡
充
を
行
う
。
水
は
け
が
悪
い
グ
ラ

ン
ド
の
整
備
を
行
う
。
花
畑
（
瀬
田
、
久
地
）
の
管
理
を
ゆ
き

と
ど
い
た
も
の
に
す
る
。

22　

高
速
川
崎
縦
貫
道
路
二
期
ル
ー
ト
及
び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

関
連
施
設
は
白
紙
撤
回
し
、
抜
本
的
に
再
検
討
す
る
。

23　

平
瀬
川
墜
道
の
拡
幅
計
画
事
業
に
か
か
わ
る
津
田
山
町
内
会

館
は
市
の
責
任
で
再
建
す
る
。

24　

地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
等
の
乱
開
発
か
ら
、
七
面
山
付
近

一
帯
、
久
本
神
社
付
近
一
帯
の
斜
面
緑
地
を
守
る
措
置
・
対
策

を
講
じ
る
。
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25　

二
ケ
領
用
水
を
市
民
に
親
し
ま
れ
る
「
水
と
緑
の
回
廊
」
と

し
て
引
き
続
き
整
備
を
進
め
る
。
清
流
化
の
促
進
、
親
水
緑
道

の
新
設
と
と
も
に
地
域
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
水
辺
の
自
然
の

回
復
、
育
成
に
努
め
る
。

26　

坂
戸
・
ミ
ツ
ト
ヨ
・
Ｋ
Ｓ
Ｐ
側
交
差
点
の
横
断
歩
道
に
信
号

機
を
設
置
し
、
ミ
ツ
ト
ヨ
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
の
協
力
を
得
て
、

歩
道
を
確
保
す
る
。

27　

末
長
踏
切
と
第
三
京
浜
区
間
（
小
杉
・
菅
線
道
路
）
に
歩
道

を
新
設
す
る
。

28　

高
津
区
役
所
前
交
差
点
に
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。（
高
津
区
役
所
前
で
様
々
な
人
が
利
用
す
る
交
差
点

で
あ
り
、
音
声
信
号
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
横
断
歩
道
の

延
長
線
上
に
ボ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
衝
突
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
。）

29　

溝
の
口
駅
、
東
急
ス
ト
ア
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
前
交
差
点
に
エ

ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。（
駅
前
交
差
点
で
あ

り
、
利
用
者
、
車
通
り
と
も
に
多
い
た
め
。）

30　

北
部
身
体
障
害
者
福
祉
会
館
へ
行
く
道
に
つ
い
て
、
溝
の
口

駅
か
ら
同
館
に
行
く
途
中
の
マ
ル
エ
ツ
溝
の
口
店
前
交
差
点
に

エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
を
設
置
す
る
。
方
向
の
目
印
と
な
る
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
同
館
手
前
で
つ
な
が
っ
て

い
な
い
点
字
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
を
会
館
ま
で
繋
げ
て
設
置
し
て
ほ

し
い
。

31　

府
中
街
道
の
久
地
地
内
（
堰
前
橋
〜
久
地
消
防
出
張
所
前
）

区
間
は
、
安
全
な
歩
道
づ
く
り
を
す
す
め
る
。

32　

下
水
道
の
未
整
備
地
区
を
住
民
の
合
意
の
も
と
早
急
に
整
備

す
る
。
平
瀬
川
に
面
し
た
久
地
２
丁
目
地
内
の
下
水
道
未
整
備

地
域
に
つ
い
て
、
住
民
の
要
望
に
そ
っ
た
整
備
を
早
急
に
進
め

る
。

33　

上
作
延
小
学
校
と
南
原
小
学
校
周
辺
に
交
番
を
設
置
す
る
。

34　

二
ヶ
領
本
川
の
中
長
期
的
な
整
備
と
し
て
護
岸
対
策
も
含

め
、
検
討
を
す
す
め
る
。

35　

多
摩
川
の
堤
防
の
上
に
あ
る
東
急
「
南
二
子
」
の
バ
ス
停
に

行
く
道
の
安
全
を
適
宜
確
認
し
草
狩
り
や
道
路
の
安
全
を
図
る
。

36　

き
ら
り
デ
ッ
キ
に
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
電
光
案
内
標
識
を

設
置
す
る
。　

37　

こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
の
集
会
室
に
冷
房
を
設
置
す
る
。
全

ト
イ
レ
を
洋
式
化
す
る
。

38　

溝
の
口
駅
か
ら
向
ヶ
丘
遊
園
駅
ま
で
、
及
び
二
子
玉
川
か
ら

登
戸
・
向
ヶ
丘
遊
園
ま
で
の
バ
ス
便
を
増
や
す
。

39　

久
末
、
蟹
ヶ
谷
地
域
の
市
営
・
県
営
住
宅
に
、
井
田
病
院
か

ら
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る
。
ま
た
は
、
井
田
営
業
所
で
の

乗
り
換
え
な
し
に
井
田
病
院
ま
で
行
け
る
よ
う
に
バ
ス
路
線
を

延
長
す
る
。
溝
の
口
及
び
梶
ヶ
谷
駅
か
ら
井
田
病
院
行
き
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
増
や
す
。
溝
の
口
駅
南
口
か
ら
高
田
町
行
き

の
バ
ス
を
増
便
す
る
。

40　

梶
が
谷
駅
西
側
に
、
交
番
を
設
置
す
る
。
梶
ヶ
谷
駅
に
駐
輪

場
を
増
設
す
る
。
梶
が
谷
地
域
に
市
民
館
・
図
書
館
分
館
を
建

設
す
る
。

41　

千
年
地
域
に
、
老
人
い
こ
い
の
家
を
つ
く
る
。
千
年
新
町
公
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園
の
水
は
け
を
良
く
す
る
よ
う
に
整
備
す
る

42　

市
営
四
方
嶺
住
宅
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
付
き
グ

ラ
ン
ド
な
ど
球
技
が
で
き
る
よ
う
に
公
園
を
整
備
す
る
。

43　

橘
樹
郡
衙
（
た
ち
ば
な
ぐ
ん
が
）
遺
跡
に
つ
い
て
、
ト
イ
レ
、

駐
車
場
、
通
学
路
の
安
全
な
ど
は
地
域
住
民
の
声
を
聴
い
て
整

備
す
る
。
見
学
す
る
児
童
や
地
域
住
民
の
た
め
に
駅
か
ら
こ
の

地
域
へ
の
送
迎
バ
ス
を
整
備
す
る
。

44　

久
末
城
法
谷
に
現
存
す
る
旧
海
軍
通
信
隊
地
下
壕
を
文
化
財

に
指
定
し
、
市
民
に
公
開
す
る
。

45　
「
た
ち
ば
な
公
園
」
の
全
面
整
備
を
急
ぐ
。
公
園
に
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
等
防
災
機
能
も
整
備
す
る
。

46　

市
民
プ
ラ
ザ
は
27
年
３
月
に
閉
鎖
予
定
だ
が
、
利
用
者
、
周

辺
住
民
、
町
内
会
・
自
治
会
の
声
を
よ
く
聞
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
川
崎
市
民
プ
ラ
ザ
が
果
た
し
て
き
た
機
能
・
規
模
を
十
分
考

慮
し
て
、
市
民
の
要
望
を
十
分
取
り
入
れ
、
建
替
え
も
含
め
整

備
、
存
続
さ
せ
る
こ
と
。

47　

市
営
久
末
団
地
か
ら
ル
ッ
ク
ハ
イ
ツ
日
吉
ま
で
の
歩
道
の
整

備
を
す
す
め
る
。
横
浜
と
の
市
境
道
路
（
久
末
地
域
）
の
危
険

な
箇
所
に
街
路
灯
を
増
設
す
る
。

48　

蟹
ケ
谷
三
番
地
の
久
末
方
面
へ
の
通
り
抜
け
道
路
の
安
全
対

策
を
、
地
域
住
民
（
横
浜
市
を
含
め
）
と
協
議
の
上
、
早
期
に

解
決
す
る
。

49　

上
作
延
地
域
か
ら
緑
ケ
丘
霊
園
へ
の
避
難
路
の
整
備
を
ひ
き

続
き
行
う
。

50　

市
営
住
宅
の
空
き
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
訪
問
す
る
方
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
市
営
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

る
。
特
に
、
和
風
ト
イ
レ
の
洋
風
ト
イ
レ
化
を
早
期
に
進
め
る
。

51　

新
作
・
末
長
・
上
作
延
地
域
に
公
園
の
設
置
を
す
す
め
る
。

上
作
延
地
域
で
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
を
増
や
し
、
ト

イ
レ
の
整
備
を
進
め
る
。

52　

橘
中
学
校
区
に
市
民
館
・
図
書
館
分
館
を
つ
く
る

53　

子
母
口
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
の
物
置
、
廊
下
に
手
洗
い
場

を
、
梶
ヶ
谷
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
冷

房
を
整
備
す
る
。
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
の
洋
式
ト

イ
レ
を
増
や
す
。

54　

平
瀬
川
護
岸
工
事
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
の
住
宅
に
つ
い
て

は
、
事
前
、
事
後
の
家
屋
調
査
を
実
施
し
て
、
損
傷
に
つ
い
て

は
十
分
な
補
償
を
行
う
。
県
に
対
し
て
、
整
備
費
用
の
負
担
を

求
め
、
早
期
の
完
成
を
目
指
す
。
水
害
防
止
の
た
め
の
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
。

55　

久
末
配
水
塔
跡
地
に
つ
い
て
、
民
間
に
貸
し
出
さ
ず
、
子
ど

も
や
誰
も
が
使
え
る
広
場
、
防
災
の
た
め
の
公
園
に
す
る
。

56　

矢
上
川
、
有
馬
川
の
豪
雨
、
洪
水
対
策
に
つ
い
て
、
豪
雨
に

対
応
で
き
る
配
水
管
の
整
備
と
必
要
な
箇
所
に
監
視
カ
メ
ラ
、

自
動
ポ
ン
プ
な
ど
を
設
置
す
る
。
県
に
対
し
て
地
下
調
節
池
の

住
民
説
明
会
と
早
期
の
完
成
を
要
請
す
る
。
浸
水
地
域
に
土
嚢

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
。

57　

都
市
計
画
道
路
・
宮
内
新
横
浜
線
（
子
母
口
工
区
）
に
つ
い

て
、
信
号
や
横
断
歩
道
の
設
置
、
児
童
の
安
全
確
保
な
ど
、
住

民
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
推
進
す
る
。
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58

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
（
高
津
区
）
に
つ
い

て
、
ル
ー
ト
上
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
実
施
、
ル
ー
ト
上
の
住

民
に
十
分
な
説
明
を
す
る
こ
と
。
十
分
な
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、

住
民
の
了
承
の
な
い
工
事
は
中
止
を
す
る
こ
と
。

59　

中
原
街
道
（
野
川
高
津
工
区
）
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
、
住

民
の
生
活
や
業
者
の
営
業
の
補
償
、
工
事
の
賠
償
を
十
分
に
行

う
こ
と
。

60

久
末
、
蟹
ヶ
谷
、
千
年
地
域
な
ど
交
通
不
便
地
域
へ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
を
つ
く
る
こ
と
。




